
「ながの百景」の追加選定について
「ながの百景」については、平成26年度の選定から10年が経過し、状況が変化した景観や新た

に⾒出され守り育まれている景観があることから、令和４年度の景観審議会で追加募集及び⾒直し
を⾏うことが決定されました。
その後、令和５、６年度の２年にわたり、追加選定の内容検討、追加募集を⾏い、景観審議会に

よる選考を経て、今年度中に新たな「ながの百景」を決定するものです。

１ 経過
年 度 会議名 等 内 容

令和４年度 第３回審議会(R5.2.1) 「ながの百景」の見直し 発議・承認

令和５年度

第１回審議会(R5.4.18) スケジュール（追加募集期間１年間） 承認

第２回審議会(R5.7.11)
・（諮問）ながの百景の追加について
・追加選定実施要領（追加募集事業募集要項）
・追加募集事業応募規約 承認

Ｒ５年10月１日
〜（Ｒ６年９月30日） 「ながの百景」追加募集期間（１年間）

第４回審議会(R6.2.7) ・追加選考要領 承認
・追加募集の応募作品（14件） 中間報告

２ 追加募集状況
（１）募集期間 令和５年10⽉１⽇から令和６年９⽉30⽇まで（１年間）

（２）応募件数 40件 （同一視対象１件を含む）

（３）審査対象 33件 （同一視対象１件を含む）
※「視対象が建築物・工作物のため対象外（景観賞の対象）」、「すでに百景選定済み」、
「視点場が市外」等の理由から、７件が対象外

３ 選考手順
① 選考方法の説明、決定
② 応募作品40件（対象外７件含む）の説明
③ 審査用紙の配付

① 審査用紙の提出 → 直ちに事務局集計
② 意見交換や協議を行った上で、最終審査
③ 答申

第３回審議会
（Ｒ６．12．24）

第４回審議会
（Ｒ７．２．19）

年度内
新「ながの百景」

市決定
必要な庁内手続きを経て、市が見直し(※)後の新「ながの百景」を決定

４ 選考方法 〜 追加選考要領 参照

⻑野らしさを感じることができ、市⺠が愛着と誇りを持って、
後世に引き継ぐ必要があると認められるもの大基準

ア ⻑野市の豊かな⾃然や季節のうつろいが感じられる
イ 時を越えて育まれてきた歴史、伝統、文化が感じられる
ウ 人々のいきいきとした活動が感じられる
エ 祭りやイベントなどの賑わいが感じられる

観 点

▪ 視点場は、誰でも立ち入ることができる場所とする。
▪ 選考の予定数は、定めません。その他

審査期間

※ 状況が変化した風景の「ながの百景」からの削除を含む
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「ながの百景」追加選考要領 

 

長野市景観審議会 

１ 目的 

この選考要領は、「ながの百景」追加選定実施要領に定める選考方法について、選

考の対象、基準、その他必要な事項を定めます。 

 

２ 選考対象 

応募のあった景観のうち、募集要項に適合し、かつ次の各号を勘案し、選考対象と

して認められるものの中から選考します。 

（１）見る場所（以下「視点場」という。）と見る対象（以下「視対象」という。）の

組み合わせで一つの選考対象とし、異なる季節でも、同一の組み合わせであれ

ば、一つの選考対象とします。 

（２）視点場または視対象が重複または類似している場合は、原則として次のとお

り取り扱います。 

ア 視対象が複数あり、視点場が同一または近接する場合は、一つの選考対象

として取り扱います。 

（例）妻女山からの眺め、こしき岩から望む善光寺平、地附山公園からの眺め 

イ 同一または、類似の視対象に対し、視点場が複数ある場合は、一つの選考

対象として取り扱います。 

（例）善光寺平用水、南八幡川沿いの通り、戸隠神社奥社参道の杉並木、 

長野マラソンの風景、長野びんずる、長野えびす講の花火 

（３）（１）及び（２）を勘案して、既に「ながの百景」として選定されている景観

と同一と認められるものについては、選考対象としません。 

（４）現存しないもの、現状の継続が見込まれないものは選考対象としません。 

 

３ 選考基準 

（１）長野市内から見ることができれば、視対象が長野市外に存在していても良い

ものとします。 

（２）以下の観点に沿い、長野らしさを感じることができ、市民が愛着と誇りを持っ

て、後世に引き継ぐ必要があると認められるものとします。 

ア 長野市の豊かな自然や季節のうつろいが感じられる 

イ 時を越えて育まれてきた歴史、伝統、文化が感じられる 

ウ 人々のいきいきとした活動が感じられる 

エ 祭りやイベントなどの賑わいが感じられる 

（３）視点場は、一般に公開されているなど、誰でも立ち入ることができる場所とし 

ます。 
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４ 選考手順及び方法(時期は概ねの目安です) 

 

 

 

５ その他 

この要領に定めるもののほか、必要な事項は審議会の審議により決定します。 

募集

事前準備

一次選考

最終選考

答申

決定

令和５年 10 月１日から令和６年９月 30 日まで 

 

事前調査…応募のあったものから事務局において随時 

・ 応募があった景観について、選考対象としての要件を調査及び確

認します。 

・ 選考対象となる景観を取りまとめ、各委員へ資料を送付します。

（10 月中旬） 

 

一次選考…令和６年 11 月中旬 

・ 事前に送付した資料により書類選考をします。 

・ 選考対象の中から、協議により最終選考の対象とする景観を決定

します。（件数の上限を設けません。） 

・ 選考時に欠席する委員は、事前に意見を述べることができること

とします。 

・審議会での現地調査は行わず、最終選考まで十分な考慮期間を確 

保します。 

 

最終選考…12 月中旬 

・ 一次選考で選ばれた対象について、意見交換や協議など行った上

で投票を行い、委員の過半数以上の賛意を以て、百景に追加する

候補とします。 

・ 選考時に欠席する委員は、事前に意見を述べることができること

とします。 

 

答申…令和７年２月上旬 

決定…令和７年２月上旬 

〔資料１〕－3


